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会議録 令和 5年 11 月 6 日(月) 場 所 3 階 第 5 研修室

会 議 名：第 6回総務・経済常任委員会

出席委員：安齋委員長、平野委員、東出委員、廣瀬委員、新井田委員、相澤委員

吉田委員、又地委員

欠席委員：竹田副委員長

会議時間 午前 9時 30 分～午後 1 時 27 分

事 務 局 片 桐、福 田

開 会

１．委員長挨拶

安齋委員長 ただいまから、第 6回総務・経済常任委員会を開会いたします。

ただいまの出席委員は 7名でございます。

東出委員から遅刻の申し出がありました。それから、竹田副委員長から欠席の届け出が

ありました。

よって、委員会条例第 14 条の規定による委員会定足数に達しておりますので、会議は成

立いたしました。

ただちに本日の会議を開きます。

本日の会議次第は、別紙配付のとおりでございます。よろしくお願いいたします。

皆さん、おはようございます。

年末、近づいてまいりました。あと 1 か月半よりちょっと多いぐらいのところで、そろ

そろ皆さんバタバタし始める頃かと思います。そんな中、お時間作ってご出席いただきま

して、ありがとうございます。

きょうも盛り沢山ということになっております。たくさんの質問が出るかと思います。

会議の進行上、進めるにあたってなかなか難しいところも出てくるとは思いますけれど

も、皆さんのいろんな考えが出ることを期待しておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。

２．調査事項

＜まちづくり未来課＞

・若者の地方体験交流事業の実施状況について

安齋委員長 それでは早速、調査事項のほうに移りたいと思います。

まず、まちづくり未来課のほうから若者の地方体験交流事業の実施状況について、しあ



- 2 -

わせサポート事業の状況について、企業誘致の状況について、第 6 次木古内町振興計画の

検証結果についてということでの調査を行います。

それでは、まちづくり未来課長よろしくお願いいたします。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 おはようございます。

まちづくり未来課、田畑です。本日は、よろしくお願いします。

それでは早速、4点についてですが、資料の一つずつまいりたいと思います。

資料の 2ページをお開き願います。

こちら、若者の地方体験交流事業の実施状況についてということでありますが、こちら

資料の（1）につきましては、現在の予算額でありまして、210 万円となっております。

（2）は、10 月 23 日現在の事業の進捗となります。

申請件数は 5 件、交付決定額は 109 万 1,000 円、申請の内訳につきましては、道内の大

学 2件、道外の大学が 3件となっております。

そのほかに現段階で相談されている件数は 4件ございまして、内訳は記載のとおりです。

（3）につきましては、それぞれの大学の活動内容を掲載をしております。

①につきましては、桜美林大学Ａで、事業名は木古内町地域活性化等促進プロダクト提

案事業、事業内容は町の活性化と交流人口促進を目的に、プロダクト（商品・製品）をテ

ーマにフィールドワークを行い、地域素材の確認と発掘作業、学内ゼミ活動でのグループ

ワークを経て、学生ならではの提案を行うというもので、8 月 29 日から 31 日にかけてフ

ィールドワークを実施しております。今後、12 月に町へ活動報告を兼ねたプレゼンを行う

予定となっております。参加人数、交付決定額は記載のとおりです。

②につきましては、桜美林大学Ｂとなっておりまして、事業名は木古内町地域活性化等

促進プロモーション提案事業、事業内容は①と同様の目的でありますが、こちらはプロモ

ーション（宣伝・広報）をテーマとしております。

こちらにつきましては、9 月 15 日から 17 日にかけましてフィールドワークを実施して

おり、15 日に行われたはしご酒のイベントにもご参加いただいております。今後、12 月に

町へ活動報告を兼ねたプレゼンを行う予定となっております。

参加人数、交付決定額は記載のとおりです。

続きまして、3ページをお開き願います。

③につきましては、同志社大学で、事業名は木古内町における先進的な環境教育の推進

に向けた調査、事業内容は町の未来を担う子どもたちやワーケーションで滞在する訪問者

を対象とした環境教育のコンテンツを開発し、木古内町を「環境先進地」として発信する

ことを目指すとなっておりまして、9 月 9 日から 11 日にかけまして、町の河川や海岸の漂

着ごみの調査、コープさっぽろ木古内店でのプラスチックごみ対策の調査と意見交換など

のフィールドワークを実施しております。今後、2 月に町への活動報告を行う予定となっ

ております。参加人数、交付決定額は記載のとおりです。

④につきましては、北海学園大学で、事業名は木古内町のボランティア団体における現

状と課題に関する調査研究、事業内容は町で活動しているボランティア団体の現状と課題

を整理し、団体が果たすべき役割と必要な運営のあり方について考察するとなっておりま

して、9 月 18 日から 19 日にかけて、咸臨丸とサラキ岬に夢見る会、北海道夢れいる倶楽
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部、こちら道南トロッコ鉄道を運営している団体でありますが、こちらの活動視察と意見

交換などのフィールドワークを実施しております。今後、2 月に町へ活動報告を行う予定

となっております。参加人数、交付決定額は記載のとおりです。

⑤につきましては、こちら今後の予定となりますが、野又学園 函館大学で、事業名は

道の駅と大学の連携・交流、体験教育モデルの設計と検討となっておりまして、事業内容

は大学生が道の駅みそぎの郷きこないでの活動と町内での生活を通じて、地域活性化のあ

り方を学ぶ体験教育モデルの実践及び検証となっており、11 月 20 日から 23 日にかけて道

の駅みそぎの郷きこないなどにおいてフィールドワークを実施をする予定となっておりま

す。参加人数、交付決定額は記載のとおりです。

本事業におけます課題や今後の展望といたしましては、本事業は今年度から実施してお

りますが、当初の想定、当初予算では 3 件を想定をしておりましたが、そちらを超える申

請や相談がありまして、道内外様々な大学にお越しをいただき、フィールドワークを実施

できたというところで、町を知っていただく機会ですとかＰＲに関して一定の効果があっ

たものと感じております。

今後、活動報告などを経て、地域の課題を解決できる糸口やヒントといったものが発見

できればより良い取り組みになるものと期待をしております。

一つ目の若者の地方体験交流事業の実施状況についての説明は以上となります。ご審議

をよろしくお願いいたします。

安齋委員長 いま若者の地方体験交流事業の実施状況についてということで、説明があり

ました。

皆さんからご意見を頂戴いたします。

なにか意見のあるかた、廣瀬委員。

廣瀬委員 おはようございます。

未来ある学生さんが当町においでになって、フィールドワークを行ったということで、

大変良い取り組みと思っております。

客観的な意見を多数もらえるのかなという思いもありますし、そこで桜美林大学さん二

班に分かれてということで、二つ目の班ははしご酒に参加してくれたということで、大変

ありがたいっていうことをお伝えします。

そこで、今回のプレゼンに関してなんですけれども、プレゼンの対象者っていうのは、

例えばどの辺の範囲でプレゼンするのかと。役場職員内なのか、できることであれば商工

役員とか観光協会役員とか我々議員でもいいですけれども、それを対象にしてくれればあ

りがたいかなと、できるかできないかっていうことと、もう 1点。

3 番から 5 番の活動報告っていうことがあったんですけれども、その報告書をまとめる

のであれば、いただけるものであればいただきたいということです。

2 点目は、提案、活動を終えて、それに対する出てきた素材等を協議するっていうスケ

ジュール等は、あと決まっているのかどうか、そこも確認したいと思います。お願いしま

す。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 廣瀬委員のお尋ねでありますが、まずこちらプロモーションに関し

ます参集範囲としましては、こちらの想定では当然町とあと関係する団体ですとかござい
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ましたら、集めて話をちょっと伺おうかなというふうに思っておりましたので、こちらに

つきましてはそれぞれのテーマに沿って人を参集、プロモーションの際には集めたいとい

うふうに考えておりますのでお願いします。

また、活動報告につきましてまとまったものを皆さんにお示しするですとかそういった

部分につきましては、のちの常任委員会ですとかそういった場でもそのような機会があろ

うかなというふうに思いますし、そちらにつきましては広く皆さんにお示しをしたほうが

より参考にしていただけるのかなという部分もありますので、そちらにつきましてはちょ

っと大学側と話をしまして、そういったことはできるように検討を進めてまいりたいと考

えております。

また協議、活動報告を経たあとの協議につきましては、こちらにつきましてはできれば

こちらのほうでは引き続き、来ていただいた大学につきましては、次年度以降も引き続き、

木古内でフィールドワークをしていただいて、さらに協議の内容ですとかを深めていただ

きたいなというふうに構想をもっておりますので、そういったところでさらにそういった

協議がしていければなというふうに考えております。以上です。

安齋委員長 ほかに。

又地委員。

又地委員 おはようございます。

活動報告なんですけれども、やはりせっかくこういう事業を展開する中で、私は前から

言っているんだけれども、議会と行政と情報の共有ということを言っていると思うんです

よ。だから、たぶん多少活動の報告に関しては時間もかかるでしょうけれども、なるべく

早くまとめて、そして議会にも教えてほしいなと。

それと、せっかくこういう事業をやったので、例えば学生の方々からいろんな意見が出

てきていると思うんです。私はある意味では急がないとだめだと思う部分は、たぶん活動

報告の中で出ていると思うんですよ、急ぐもの、急がなくてもいいもの。等々に関しては、

来年度の予算に編成されるような予算を組まないとだめなような、提言もこれありでない

のかなとそうも思っているんです。これが例えば延び延びになっていくと提言していただ

いたものがあまり意味がなさなくなるだろうとそんなふうにも思っているんですよ。例え

ば予算に云々のことになれば、ことさら議会にもその報告をしていただかないと背景がわ

からないと、予算組んだ背景がわかりませんので、極力早く情報共有をしたいという意味

からも報告をしていきたいなと思いますので、よろしくお願いします。

安齋委員長 確認したいんですけれども、活動の報告を受けてどう対応するかっていうこ

とで、協議していきたいというような話があったと思うんですけれども、具体的になにを

やるかというものはなにも決まってはいないということなんでしょうか。これの検証委員

会みたいなそういうのを立ち上げるとかそういうことはしないと。課内で処理するだけ。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 9時 40 分

再開 午前 9時 41 分
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安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 まずこちらの若者の地方体験交流事業につきましては、今年度が初

年度となっておりまして、どのくらいの大学がどのようなテーマで木古内に来てフィール

ドワークをしていただけるのかわからない状況でありまして、このように来ていただいた

というところでありますので、まずはその活動報告を受けて、木古内町の現状の課題に沿

ったような活動ですとか報告がありましたら、その部分につきましてはまちづくり未来課

のほうでまずはこの内容を精査して、どのように取り組めるかという部分についても進め

てまいりたいと考えております。以上です

安齋委員長 交流人口を増やすということでは、非常に良い事業だと思いますし、ただ報

告を受けるということもありますので、やりっぱなしにならないようにやっていただきた

いなというふうに思います。

ほかありますか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・しあわせサポート事業の状況について

安齋委員長 なければ、次のしあわせサポート事業の状況についてということでお願いい

たします。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 それでは続きまして、しあわせサポート事業の状況について、説明

をさせていただきます。

資料の 4ページをお開き願います。

こちら（1）には、現在の予算額、交付決定額、今後の補正見込み額を掲載をしておりま

す。

なお、補正見込額につきましては、今年度の決算見込みを算出したうえで、12 月定例会

で補正をするか、企画振興費全体の予算で対応するかを判断してまいりたいと考えており

ます。

（2）は、各事業の 10 月 23 日時点の進捗となっております。

①のマイホーム取得促進事業については、9 件の申請がありまして、うち新築は 3 件、

中古住宅の購入は 6件となっております。

交付決定額は 1,850 万円で、申請者の内訳は町民が 5 世帯、15 人、町外からの移住は

4世帯、8 人となっております。うち、高齢者世帯は記載のとおりです。

今後の申請見込みは、1件となっております。

こちら 10 月 23 日現在で、空き家バンクに登録している空き家の棟数は 9 棟となってお

りまして、今年度は 3棟が売買をされています。

②の多世帯同居リフォーム支援事業につきましては、こちら 1 件の申請がありまして、

交付決定額は 100 万円となっております。

今後の申請見込みについては、1件を予定しております。

③の空き家リフォーム助成事業につきましては、今年度は 10 件の申請がありまして、う
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ち町内業者施工は 8件、町外業者施工は 2件となっております。

交付決定額は 636 万 3,000 円で、申請者の内訳は町民が 8 件、町外は 2 件、うち高齢者

世帯は記載のとおりとなっております。

今後の申請見込みは、1件となっております。

また、空き家リフォーム助成事業とマイホーム取得促進事業を併用している申請者は 8

件ありまして、そのうち令和 4 年度にマイホームを取得した者が 4 件、今年度取得した者

が 4 件となっております。マイホームを購入をして、さらに購入した住宅をリフォームす

ると。それぞれで補助金を受けているものということでご理解いただければと思います。

④の定住促進家賃補助事業につきましては、申請は 10 件、うち今年度の申請は 4 件とな

っております。

交付決定額は 129 万 4,000 円で、申請者の内訳としましては、40 歳未満の世帯が 10 件

となっております。

（3）につきましては、移住定住新生活しあわせサポート事業補助金以外の事業の進捗と

なりますが、こちらわくわく地方生活実現政策パッケージ事業、定住用地無償譲渡事業に

つきましては、現在のところ申込みはございません。

続いて、5ページをお開き願います。

こちら（4）としまして、みらいある条例で設定をしました目標値の 10 月 23 日現在の進

捗状況を掲載をしております。

目標値につきましては、第 2 期木古内町まち・ひと・しごと創生総合戦略から 4 項目を

設定をしております。

総合戦略の計画期間は、令和 2 年度から 6 年度までの 5 か年となっておりまして、各項

目の目標値及び進捗率の算出方法は、下段に記載しているとおりです。

こちらのうち移住者の目標につきましては、5 年間の累計で 10 世帯を目標としておりま

すが、令和 2 年度から現在までの移住世帯が 15 世帯、進捗率は 150 ％となっております。

続きまして、空き家を活用した住宅整備の目標値は、5年間の累計で 15 棟となっており、

令和 2 年度から現在までの棟数が 34 棟となっておりまして、進捗率は 226.7 ％となってお

ります。

空き家バンクの登録件数の目標値 20 棟につきましては、こちら年度内の登録・売買等を

経た年度末時点の空き家バンク掲載棟数となっておりまして、10 月 23 日現在の掲載件数

は 9棟となりますので、進捗率は 45 ％となります。

なお、空き家バンクに登録をした件数のみで積み上げをしますと、令和 2 年度から現在

までで 19 棟登録をしております。

子育て世帯の転出者の減少に係る目標値につきましては、各年度 10 月 1 日を基準日とし

た 1 年間の子育て世帯、こちら 18 歳以下の子がいる世帯の転入数から転出数を引いた世帯

数がマイナス 2世帯より下回らないことを目標と設定しています。

進捗率は年度ごととなっておりまして、令和 5 年 10 月 1 日を基準日として 1 年間の転入

数から転出数を差し引いた数値は、マイナス 3 世帯、こちら進捗率にしますと 66.7 ％とな

ります。

目標値の進捗につきましては、移住世帯数及び空き家の整備棟数につきましては、しあ

わせサポート事業を実施したことによりまして、設定した目標値を超えて順調に推移をし
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ているものと捉えております。

空き家バンク登録件数につきましては、登録が令和 4 年は 15 棟、令和 5 年度が 4 棟の新

規登録がありまして、こちら売買等も進んでおりますことから、本事業をさらにＰＲをし

て登録件数を増やしまして、空き家の利活用を活性化させたいと考えております。

子育て世帯の転出者の減少につきましては、依然として転出が転入を上回っている状況

がありますので、本事業とともに子育て支援をさらに町外にＰＲをしまして、子育て世帯

の移住及び定住を促してまいりたいと考えております。

説明は以上となります。ご審議をよろしくお願いいたします。

安齋委員長 説明が終わりました。

なにかございますか。

廣瀬委員。

廣瀬委員 ただいま説明を受けて、みらいある条例の目標値の進捗ということで、空き家

バンクの登録件数と子育て世帯の転出の減少の進捗率は低いものの、上のほうの移住者の

目標、または空き家を活用した住宅整備と。こちらは、大幅にいま進捗率は達成している

のかなと思っております。

そこで、昨年ですか私の知り合いで知内の事業者に勤めている若いかた 2 人が木古内新

道地区と泉沢地区に転入という形で来たんです。その時に昨年・一昨年でしたか、木古内

に木古内不動産っていう専門業者ができまして、そちらからの情報を得て、転入してきた

と。その若い人達とちょっと話をする機会がありまして、どういう話っていうことで聞い

たら、要はしあわせサポートの事業があるっていうことを不動産から紹介されて、大変良

い事業なので負担も少なく済むということで、若い 2 人が来たという経緯です。その 2 人

はある程度知内の林業関係だったもので、知内町からも林業に関しての補助はもらってい

るっていう話も聞いていたんです。だから、知内町時代から結構抵抗にはあったというよ

うな話はしていたにせよ、やはりこっちのほうが魅力あるということで、来た次第ですと

いうことを聞いておりました。なにを言いたいかと言うと、一昨年木古内に専門でできた

木古内不動産、こちらと結構精力的に動いていると思っているんです。ここと連携なりタ

イアップというのはしているのかどうかというのをちょっと聞いてみたいなと思います。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 廣瀬委員のお尋ねでありますが、木古内不動産につきましては、ま

ずこちらのしあわせサポート事業がはじまるといった段階で、こちらの事業の内容ですと

か趣旨をご説明に上がりまして、そういったところを木古内のそういった事業と言います

か、家の利活用ですとかそういった部分について、活用していただきたいというようなお

話をさせていただいております。

また補足になりますが、そちらの事業につきましては、函館市内ですとかそちら木古内

近辺の不動産事業者にも会わせまして、こちら事業の周知をさせていただいているところ

であります。以上です。

安齋委員長 廣瀬委員。

廣瀬委員 もう 1点、空き家に関しての情報も結構早い段階でつかんでいると思うんです。

その辺もタイアップはしているんですか。

安齋委員長 田畑課長。
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田畑まちづくり未来課長 まず空き家の情報につきましても、木古内不動産さんですとかそう

いった不動産事業者さんにつきましては、まず住めるような状況にある空き家という部分

で、情報をいただきながら空き家バンクの登録ですとか、そういった部分でしていただい

て、それで空き家の利活用を進めております。以上です。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 人口減少対策として長きにわたり、様々な移住定住の提案をしてきた中で近年、

みらいある条例を設置し、このように当初予算から 9 月でまた補正をし、多くのかたが利

用されてきたなという実感があるところです。そんな中ですけれども、やはり利用者も含

めて町民のかたが空き家リフォーム含めて多いんですね。やはりここで他市町へのＰＲが

いかにもう少し広がっていくかっていうのは課題だと思うんですけれども、そこの取り組

みについて今後の課題、これ予算委員会の時も聞いていますけれども、再度この半年を振

り返ってやった実績と、それ以上プラスアルファの周知の方法を考えているのかっていう

のをお聞かせいただきたいのと、あと空き家バンクの登録件数なんですけれども、たった

いま廣瀬委員からももう少し増やせるんじゃないのっていうニュアンスのお言葉だったと

思うんですけれども、町内会にお願いし実際の町内会内の空き家数を把握したところだと

思うんですけれども、その中で以前課長が言っていたのは、いまもおっしゃいましたけれ

ども、すぐ住めるのかどうなのか。それによって空き家バンクの登録ができるかできない

かっていうことも課題だと思うんですけれども、そこまで住める住めないの判断をしっか

り現場確認も含めてしたものなのか。あとは、空き家になっているお家の所有者というか

前所有者が例えば親御さんで亡くなって、お子さんの所有に切り替えたかどうかわかりま

せんけれども、ほぼほぼ管理するかたが町内にいない状況だと思うんです。その方々に空

き家バンクに登録していただくとこのようないまはいろいろなしあわせサポート条例やっ

て、空き家の売買も進んでいるのでっていうことも情報として発信するともう少し前向き

になって登録をしてくれるかただとか増えていくと思うんですけれども、町内にいないか

たの所有者への周知だったりをどこまで取り組まれているのかもあわせてお聞かせいただ

きたいと思います。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 平野委員のお尋ねでありますが、まずこちらの事業のＰＲにつきま

しては、現状としましてはやはりまちづくり未来課ですとかで実施をしております移住フ

ォーラムですとか、こちら都市部に出向いて行うようなフォーラムですとかそういった部

分での周知がまず 1 点と、あと先ほども申しましたけれども、函館ですとかそういった部

分の不動産事業者に対しまして事業の周知をして、木古内も含めてもし相談がありました

らそういった事業についてもＰＲをしていただいているという部分がまず現状としてあり

ます。そうしましてもなかなか徐々にですが、ご相談という中では札幌の不動産事業者で

すとかそういったところからもお問い合わせをいただいたりという部分で、徐々に広がり

はあるのかなという部分はありますけれども、そちらにつきましてはさらになにかしらＰ

Ｒ媒体ですとかそういった部分を考えていく必要があるのかなというふうに感じていると

ころです。

空き家バンクの増加ですとかそういった町外への所有者へのＰＲっていう部分につきま

しては、こちらで現状実施しているところでは、固定資産税の課税明細書をそちらのほう
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にこういった事業があるという部分も周知をさせていただいているところもあるんですけ

れども、ちょっと空き家バンクについてもそちらの周知はしているところでありますけれ

ども、そうはいってもなかなか町外からそういったところで登録をして実際に売買という

ところっていうのはなかなか難しいところもございますので、もっと周知の方法につきま

しては、検討する余地があるのかなというふうに考えているところです。

あと、空き家の住める住めないという部分の判断につきましては、まずこちらにつきま

しては空き家バンクを登録していただく時に、中の写真ですとか一応そういった部分につ

きましても、いただくようなことにしておりまして、そういった部分ですとかで一応まず

判断をさせていただいているというところもありますけれども、個人で登録をしたいよう

ですとかそういった部分につきましては、そういったまずそちらの状況ですとか中身を見

て判断をさせていただいている部分もございます。それで、リフォームが必要ですとかそ

ういった部分も含めて、こちらのほうでは把握はさせていただいているというところです。

以上です。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 現状はわかりました。やはり不動産屋さん、函館のほうに周知をお願いしてい

ると言いますけれども、その不動産屋さんもやはり木古内町でこういう制度があって買う

かたもこういうメリットがあっていいんじゃないかと思っても結局、売買のできるネタが

分母が少なければなかなか広めづらいし、空き家バンクの登録がいかに増えるかが今後さ

らにこの制度を使って町内に移住してくれるかたが増えるかなっていう私はキーだと思い

ますので、空き家バンクの登録件数の増をここに少し力入れをしていただきたいなという

思いです。実際、例えば都市に行ってこういう郡部、北海道田舎への定住移住っていう機

会があってＰＲはされていると思うんですけれども、なかなか数を増やすっていうのは大

変だと思うんです。これ当町のみならず全国でそのような取り組みしている市町村があり

ますので、それよりも現実的なのはいまこの近郊にいるかたがいかに制度を使って新築に

しようか、中古物件を買おうかっていう人をターゲットにするほうがより件数を伸ばせる

ポイントだと思うんです。それこそいまの知内の話じゃないですけれども、同じような町

のこの人口の奪い合いがはたしてどうなんだっていう部分もありますけれども、そこはそ

こで置いておいて、当町はまずこの制度を使ってもらって移住していただくということに

力入れをするっていうことで、函館の不動産業者に周知をお願いしているって言いますけ

れども、たくさんあると思うんです、函館の不動産屋さん。じゃあ実際何件の不動産屋さ

んにどの程度の周知をしていただいているのかっていう内容の詳細がわかればもう一度説

明いただきたいなと思います。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 函館の不動産屋への周知につきましては、こちら年度がはじまる 4

月から 5 月にかけまして、インターネットのほうで木古内町の物件を掲載している事業者

さんに送付をしています。だいたい件数につきましては、正確な数字ではないですけれど

も、およそ 30 件程度いらっしゃいます。以上です。

安齋委員長 ほか。

新井田委員。

新井田委員 私のほうから 5 ページの子育て世帯の転出者の減少っていう項目の中で、先
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ほど田畑課長のほうからいわゆる転出者がどうしても転入の域を超えられないと多いんだ

という中で、さらなる子どもさん方の支援を図っていきたいという言い切ったような言い

方をされたんですけれども、確かにそのとおりだと思います。ただ一方では、はたしてそ

れも大事なことなんだけれども、はたしてそれが本当の転出の減少につながるんだろうか

っていつもちょっと思うんです。大変なご尽力をいただいて、たまさか木古内町はほぼほ

ぼ 2,000 世帯ですよね。そういう中で、1 世帯・1 世帯の思いっていうのは非常に私も個人

的には感じております。そういう中で、いま田畑課長がおっしゃったような子育てをもっ

て減少に歯止めをかけたいっていうような私は捉えたんですけれども、いま言ったように

一方では、はたしてそうなのか歯止めはそれで効くのかなっていうような思いもあるんで

す。これやはり非常に裾野が広い問題だと思うんですよ。これは、もう全課取り組んでも

連携してもはたしてどうなのかっていうような大きなおそらく課題だと思うんですけれど

も、いずれにしたってなんらかの施策はもって、いまおっしゃったようなことも含めて、

やってもらわなきゃいけないことなんでしょうけれども、希望とすればやはり私も事ある

ごとに話をさせてもらうことあるんですけれども、やはり産経だとか町民課だとかいろん

な課があるんですけれども、もっともっと連携を深めてもらいたいと。そういう中で、や

はり情報収集の中でこういう施策も大事だけれども、なんかのこれ以外の対策、ひとこと

で言ってしまうのは簡単なんだけれども、やはりいろんなアンテナを張った中でもっと効

率のいい、そして歯止めの利くっていうようなそういう考えをもっていただければ、これ

は企画なんだけれどもなかなか難しいんだけれども、まず言い切ることも大事なんだろう

けれども、そんなふうにちょっと感じていますので。大変難しい問題にやはり取り組んで

いただいているっていうのは、もう本当に敬意を表したいところなんですけれども、やは

りいまの説明の中でもっと違う目線もあるんじゃないかなということも感じましたので、

担当課とすればいろんな思いはあるのかもしれないけれども、その辺をもうちょっとやは

り連携の中で方向性を一つでも二つでもここに答弁ができるような形でいろいろ手を回し

て考えていただければなと。希望です、答弁はいりませんので。

安齋委員長 ほか。

又地委員。

又地委員 過日、東京木古内会がありまして、会員のかた段々少なくなっているなという

印象を受けながらも、その前には札幌木古内会でも顔を出させていただきました。東京木

古内会なり札幌木古内会に我が町のこの移住定住の部分、あるいはリフォーム等の我が町

の助成のあり方だとかそういうのもお知らせしていますよね。これ私なぜその話をするか

と言うと今回、東京木古内会に行って何人かのかたから、「私もそろそろ年だしと」いう話

が出ました。都会にいるよりもやはり生まれ育った木古内に帰りたいなという話が 3 人の

かたからあったんですよ。私は、やはり木古内を愛してくれる木古内出身の方々が年を取

って、例えば定年退職して、そして年金生活になったと。そうすると都会の土地の値段と、

あるいは木古内の土地の値段と莫大に差があるわけですよね。1 人のかたは自分で持ち家

あるんだけれども、子どもたちが就職して東京に住んでいると。そうすると年を取ったら

私達 2 人木古内に帰りたいなという話があったんです。そうしたら、いま住んでいるとこ

ろはどうするのと。そうしたら、都会の土地は高いので売っていくと、東京の不動産屋さ

んに頼んで売ると。そして、木古内にいろんな政策があるのであれば、木古内の土地とい
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うのは安い、都会と比べて。そうすると退職金と土地を売った差額で老後を奥さんと 2 人

ならのんびりと暮らせるんじゃないのかなと。且つ、木古内の人口もある意味では増やす

手助けにもなるなというような話をしていました。そんな意味でやはりせっかくある木古

内を愛してくれる東京木古内会なり、札幌木古内会なりの会員の方々にうちの政策はこう

いう政策があるんだと。年を取ったら木古内に帰って来てくださいよとみたいなことをや

はりＰＲするべきじゃないのかなとそんなふうにも思っているんです。それで、札幌木古

内会なり東京木古内会の会員の方々、札幌は今回出席してくれた人は少なかったけれども、

会員は 40 人・50 人いるわけですし、東京木古内会は 60 人くらい、前は 70 何人いたんだ

よね。いまだんだん減ってきたけれども、そういう部分で少し我が町の政策そのものを教

えるということは、すごくいいんじゃないのかなと。あるいは、会員の方々が口伝えにあ

る意味では、私の故郷は木古内なんだけれども、こういう政策があるんですよということ

をＰＲしてもらえればそれなりの効果があるのではないのかなと。過日、荒川区の議会が

視察に来た。そうしたら、木古内で 100 坪新築する場合は無償で提供すると言ったらびっ

くりしていた、「100 坪もですか」と。というのは、やはり都会の土地の値段と田舎の値段

が違うわけなので、だから荒川区の土地の値段とうちの町の土地の値段と大差があるわけ

ですよね。まず 10 倍以上じゃないかな。なのに、木古内町は 100 坪も無償であれするんで

すねと。研修に来た議員の方々がびっくりして帰っておりました。それだけ都会の土地の

値段との差があるわけだから、その辺をもう少しＰＲするべきじゃないのかなと思います

ので、これは一つの課題だと思いますけれども、その辺取り組んでもらえればと思います。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 東京木古内会、札幌木古内会につきましては、まずご案内する際に

木古内町のこちらの移住定住の事業と、あとふるさと納税については、一応ご案内を差し

上げているところなんですが、ただやはり議員おっしゃられたとおり、我々の言葉で伝え

るという部分も非常に大事かなというふうに感じておりますので、総会ですとか懇親会で

すとかそういった皆さんお集まりいただいた時にＰＲできるような私達の言葉でＰＲでき

るような機会を設けまして、より皆さんにわかりやすく事業を伝えてまいりたいと考えて

おります。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 私も随分回数、東京にも札幌にも出ているけれども、ふるさと納税のお願いは

するんだ。これは、相手の懐から出してもらうお金だ。だけれども、逆に木古内ではこう

いうふうにしていますよということは、いままで話したことないんだよねあんまり、ふる

さと納税の話ばっかりで。だから、それは町長さんの考え方もあるのかわからないけれど

も、その辺はいま課長が言うように機会を作って、やはり細かい部分まで説明するべきで

ないのかなと。私もふるさと納税をしてもらえるのは大変ありがたい話だけれども、要求

ばっかりでなんとなくそういうふうに感じるんだよね。だから、こっちのほうからはこう

いう制度があって与える準備もしていますよというようなことも話すべきだろうと思いま

す。

安齋委員長 ほか。

ちょっと確認だけしたいんですけれども、確か 11 月の広報だったと思うんですけれども、

木古内の人口がプラスになっていたんですけれども、これは移住定住の関係となにか関連
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があるのかどうかっていうのは、なにか確認をされているものはありますか。

わからなければわからないでいいです。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 こちらの 11 月現在の人口の増減のところとこちらの事業に対する

関与と言いますか数値の関わりにつきましては、現段階で調査をしているものはございま

せん。

安齋委員長 であれば、やっている事業ですからそういった動きについてもちょっと目を

光らせるじゃないですけれども、確認をしておく必要はあるのかなというふうに思います

ので、今後もしありましたら関係性を注意して見ていただきたいなと思います。

ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・企業誘致の状況について

安齋委員長 なければ次、企業誘致の状況についてということでの説明をお願いいたしま

す。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 それでは続きまして、企業誘致の状況について説明させていただき

ます。

資料の 6ページをお開き願います。

そうしましたら（1）につきましては、町の企業進出、事業規模拡大等に対する支援とし

て実施をしております、企業振興促進助成事業の 10 月 23 日現在の進捗について掲載をし

ております。

①の事業所用地取得助成金、及び②の事業所建設助成金は、いずれも町内事業者が新た

な業種としてセレモニーホールを建設したことに伴います支援となっております。

③事業所賃貸支援助成金につきましては、こちらも町内事業者 1 件が民間アパートを事

務所として賃貸をしておりまして、そちらの賃貸借料に対する支援となっております。

こちら 4年度から申請がありまして、今年度も申請される予定となっております。

④の雇用奨励助成金につきましては、基準年度から増加をした常用雇用者数に応じまし

て支援をするもので、現在は 2事業者から 3名分の申請を受けております。

こちらにつきましては、さらに 1件、2 名の申請を予定をしております。

⑤の外国人技能実習生受入助成事業につきましては、外国人実習生を受け入れました事

業者に対して、人件費に係る支援を最大 5 名まで 3 年間支援をするというもので、今年度

は 1件、5 名の申請を予定をしております。

また、こちら⑥・⑦につきましては、現在のところ申請ですとか相談の件数はございま

せんでした。

いったん休憩をいただきたいんですけれども、よろしいですか。

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。
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休憩 午前 10 時 16 分

再開 午前 10 時 16 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 それでは、（2）の企業誘致の取り組みにつきましてとなります。

こちら①としまして、公共施設を活用したサテライトオフィスの誘致について、こちら北

海道と連携をした取り組みとしまして、北海道が進めております北海道型ワーケーション

推進事業におけるワーケーション受入実践による地域研修会というのを当町と北斗市、七

飯町の 1市 2 町によりまして、11 月 15 日から 17 日にかけて開催をいたします。

この研修会では、全国の先進事例に見識のある有識者ですとか、あと実際にワーケーシ

ョンを推進している企業の社員ですとか 10 名程度が集まりまして、実際に現地でテレワー

ク等を体験したうえで、企業の受け入れに係る地域課題の解決策などを助言をいただくと

いうものであります。

当町につきましては、今月の 17 日を予定しておりまして、一応候補地としましては旧恵

心園、旧グループホーム、こちらは町内のグループホームが使用していたスペースとなり

ます。あと中央公民館の会議室、スキー場ロッジですとかそちらサテライトオフィスやワ

ーケーション施設としての活用がこちら可能かどうか、またどうすれば企業に来ていただ

けるかなどの課題について、この研修を通じて洗い出しをしまして、誘致の可能性という

のを検討してまいりたいと考えております。

続きまして、7ページをお開き願います。

こちら（3）では、企業誘致を進めるうえでの課題といたしまして、当町の企業進出等に

対する支援事業であります、企業振興促進助成事業要件の見直し及び拡充についてとなり

ます。

企業進出に係る現状の制度要件としましては、こちら事業所用地取得助成金では、投資

額が 500 万円以上、常用雇用者を新たに 2名以上雇用した場合に対象となります。

また、事業所建設助成金につきましては、投資額が 2,000 万円以上、常用雇用者を新た

に 2名以上雇用した場合に対象となるという制度でございます。

こちら本事業を開始しました平成 28 年度から現在まで、町に事業所を設置した事業者、

こちら個人・法人含めですが、これをまちづくり未来課において把握している範囲でござ

いますが、そちらにつきましては約 20 事業者程度と把握をしておりまして、そのうちこの

二つの助成金の活用実績につきましては、事業所用地取得助成金が今年度の 1 件、また事

業所建設助成金につきましては、平成 30 年度と今年度の 2件のみとなっているところです。

また、30 年度につきましては 1件、町有地の無償貸付がございました。

本事業の課題につきまして、一つ目としましてはやはり下限を下回る投資ですとか、あ

と少人数による起業、こちら起こす業になりますが、起業ですとか企業進出に対して支援

できないということが上げられます。

実際にこれまで木古内で事業を起こしたいですとか、あと企業進出したいですとかって

いうご相談を受けておりますが、やはり要件を満たさないために支援を受けられなかった

事業者ですとか、そのことで話自体がなくなったというケースもございました。
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こちらについては、そのような小規模・少人数の起業ですとか、企業進出への支援とい

うものをその必要性を含めまして、検討してまいりたいと考えております。

また、二つ目として地元企業との競合という点が上げられるかと思います。

こちら町としましても事業を起こしたりですとか、企業進出したいという案件につきま

しては、地元企業と競合しない新たな分野ですとか業種に対しまして支援をという形で進

めているところでありますが、相談を受ける段階ではやはり様々な業種を木古内で行いた

いというご相談を受けておりますので、こちらにつきましてはやはり関係団体との連携と

いう部分をもっと深めるような方法という仕組みというものを検討してまいりたいと考え

ております。

こちら続きまして、（4）企業振興のその他の課題というところにつきまして、現状で特

に対策を検討する必要があるのではないかという課題を二つ上げさせていただいておりま

す。

一つ目につきましては、やはり雇用者の不足、二つ目につきましては、事業後継者の不

足という部分になります。こちら 2 点につきましては、どのような対策が有効であるかと

いう部分と、あと町として何ができるかという部分も含めまして、早急な検討が必要な課

題と感じておりますので、こちら関係課ですとかと連携をしまして、検討・協議を進めて

まいりたいと考えているところであります。説明は以上となります。ご審議をよろしくお

願いいたします。

安齋委員長 説明が終わりました。

なにかありますか。

新井田委員。

新井田委員 いま縷々、ご説明いただきました。まさにそのとおりだと思うんですけれど

も、全般やはり説明の中でどうも感じるのは、課題の点でもそうなんだけれども、いまま

で企業誘致どうのこうのってやってきたんだけれども、一向に町民に対しても「ん」って

いうような企業もほぼほぼ出ていないっていうような状況の中で、今回地元の業者さんで

建てられたところもあるという話で、非常にそういう部分は良かったなとは思うんだけれ

ども、どうも施策面でやはり前に一歩踏み出せないような状況っていうのは感じますよね。

ずっといろいろ企業誘致、企業誘致っていうことでやってきた中で、どうしても問題点

が足踏みなんですよね、我々から見ると。そういう状況っていうのは、逆に言うとなにも

分析されていないのかなというようなこともよぎるんですよね。だからなにが問題なのか、

その根本をなんか文章にすると「そうだよね」っていうようふうに思うんだけれども、で

も毎回出てくる文章面っていうのは、同じように感じるんです。だから、なにをもってあ

たるんだとか、具体的にもうちょっとアピールをしたほうが私はいいと思うし、そういう

中でいろんな各委員のアイディアなのかどうかわかりませんけれども、そういうアドバイ

ス的なことも出ると思うので、もうちょっとやはり課題の洗い出しを先ほど課長から出ま

したけれども、洗い出しなんていうのはもうとっくにできて当たり前の話ですよね、我々

からすると。だから、その洗い出しがひとことで言われているんだけれども、こういうの

を洗い出したんだよ、こういうのに向かっていくんだよっていうようなやはりそういう前

向きなっていうか前向きに考えていただいているんだけれども、その辺がちょっと見えて

こないっていう部分はありますよね。一体行政とすればその課題に向けて、こういうこと
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は周知だとかなんだとかかんだとかってやはりあるわけじゃないですか。そういう部分っ

ていうのはなんか見えてこないので、もうちょっと我々にご説明いただく時には、少し一

歩踏み込んだ内容をもってお示ししていただければなっていうふうに思うんです。いろい

ろやっているっていうことはもう承知の上なんですけれども、その辺をちょっと感じまし

たので、その辺をこれから参考にしていただければとそんなふうに思います。どうですか、

なにかコメントあれば承りたいんですけれども。

（「関連」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 又地委員。

又地委員 企業誘致云々、大変企業誘致っていうのは耳障りのいい言葉であって、ただ企

業誘致を進めるにあたっては、企業誘致云々の話をする前には、私は例えば木古内町の我

が町の余剰、余っている労働力がどのくらいあるんだろうかと。その調査をする時に、例

えばこういう企業があればいいねだとか、こういう企業誘致をすればいいねとかっていう

労働力、余っている労働力の調査をした中で、「良し」であればこの部分の労働力が余って

いるんだから、そういう方面の企業を誘致しようとかって。そうすると目標がはっきりす

るわけですよ。企業誘致も 2 種類があると思う。例えば大きい会社がその会社が自分のと

ころで労働力を確保して、よそから連れてくる企業誘致もあるし、あるいは企業だけが来

て地元からの雇用、地元雇用っていう企業もあるわけですよ。すると余っている木古内町

の労働力がこういう企業であればという調査をしなければ、ただ単に企業誘致してもいま

ある木古内の例えばコンビニであっても店屋であってもそこに働いている人、地元企業に

働いている人方の引抜合戦がはじまる可能性がある。そうすると元々地元でいろいろ経営

した人方を圧迫する要素にもつながり兼ねない。だから私は、企業誘致というのはすごく

耳障りのいい言葉だけれども、言葉だけれども、その前に何回も言うけれども、余ってい

る労働力がどのくらいあるんだろうと。そして、その余っている労働力はどっちのほう、

どんな企業向けの人方の労働力が余っているんだろうかというような調査なんていままで

したことないと思うんです、私は。ただ単に企業誘致、それは大変耳障りいいよね。いい

んだけれども、昔こういう話があった。昔の話で申し訳ない。三洋食品の誘致があった。

当時は、鶴岡方面にそういう話が決まってあったと。ところが当時、北洋が最盛期の時

代であって網工場がたくさんあった、木古内町にも。当時の網工場をやっていた人方が「待

って待って」と。三洋食品が木古内に来れば私達のところで働いている網工場の女工さん

方が全部引き抜かれるという不安な気持ちになって、三洋食品の企業誘致はペケになった

というそういうこともあるんです。だから、そういうことを考えれば余っている労働力を

やはり調べてみるというのは、私はすごく大事なことだろうとそんなふうに思うんです。

町場の人、議会も議会懇談会でいろいろ、あるいは提言ハガキだとかっていうこともこ

としからはじめたけれども、企業誘致ってすごく嬉しい言葉なんだけれども、背景にはあ

る意味ではしっかりした調査をして取りかからないと町が混乱する要素にもなるよという

ことを付け加えておきます。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 ただいま、新井田委員と又地委員から様々なご意見をいただきました。

まず新井田委員のなにが問題点、課題なのかという部分、まずそれをきょう資料の 7 ペ

ージの（3）で説明したと思うんですが、ハードルが高いので大企業しか企業進出できない
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ので、このハードルを下げて少しでも企業に来ていただければという考えをもってご説明

したつもりです。

また、議長からおっしゃられた引き抜きという部分でもここに書いているとおり、地元

企業との連携を取っていくというのは、そういう部分がないようにということでの資料で

今後進めていきたいという考えをもっています。労働力の調査というのは、どのような手

法でやれるのかというのが自分ちょっとその辺のスキル等はもっていないんですけれども、

総体的にはこの（4）に書いているとおり、雇用者はなんの事業を起こしても人が足りない

というのははっきり見えておりますので、たぶんどの企業が入ってきても大企業であれば

連れて来ていただくのがベストでしょうし、ここで企業するとどうしても多かれ少なかれ、

引き抜きという言葉が適切かわからないですけれども取り合いと言いますか、というのは

少しは起きるものというふうには思っております。ですが、そこをなるべく起きないよう

に地元の企業さんとのしっかりとした連携を図って企業誘致のほうを進めていきたいとい

う考えをもっております。以上です。

安齋委員長 新井田委員。

新井田委員 いま副町長から課題について、記載のとおりだというお話なんだけれども、

そのとおりだと思います。ただ、この 2 行の部分だけで「そうなの」というふうに私は捉

えられないんですよ。この 2 行で、じゃあその先これを実施して成果が出たよ、どうだい

っていうふうになるのかな。私やはりそういう部分がどうなのって、なるのかもしれない。

なったらすごいことなんだけれども、ただこの 2 行だけでは私個人的には「そうなの」

っていう声をやはりトーンが低くなるんですよね。「ぜひ」ってそういうトーンにはなって

こないんだよね。あまりにも申し訳ない言い方だけれども、なんかいつも問題点こういう

ああだってやるんだけれども、どうも問題点の部分が私にはこの文面が非常に何回も言う

けれども、あまり迫力ないなっていうふうに思うんです。もうちょっと取組姿勢っていう

のは、もっともっとやはりもう少し具体化してもらわないと一口でこうだよって言ったっ

て、我々に伝わらないですよ。だから、ほぼほぼ期待感があまり出てこないんですよね、

申し訳ないんだけれども。当然ながらこういう文面の中で、私達が手を挙げてやる、声高

らかにして頑張るっていうことなんだろうけれども、ぜひ先をじゃあそうであるならばご

期待したいですよ。ぜひ頑張っていただいて、もう 1 社・2 社引っ張って来られるように

頑張っていただければと思います。私の問いが悪いのあれば訂正させていただきますけれ

ども、なんとか思いは一緒なのでぜひ頑張っていただきたい。

それともう一つお聞きしたいのはトップセールスなんですけれども、よくたびたびでも

ないんだけれども、たまに議場なんかでも町長とも挨拶の中で、それらしきことを過去に

話したことあるんだけれども、企業誘致結構回っているんですよとか、そういうちょっと

そうでなかったかもしれないけれども、とにかくトップセールスをしての動きが見えてこ

ないですね。だから、その辺をちょっと言える範囲でどうなんだろうというふうなことも

確認したいんだけれども、副町長はその部分に携わっていないっていうふうなことなのか

もしれないけれども、現状わからないならわからないでいいですけれども、その辺お聞か

せください。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 ただいまのトップセールスにつきましては、前にも皆様方にお話していると
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思いますが、話せる段階、皆様方にきっちりとお伝えできる段階にきましたら、きっちり

と情報は共有させていただきますので、現状でお話できるものはないということでご理解

ください。以上です。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 働く人、雇用者ここにも書いているとおり、雇用者の不足ということでよく人

口減少対策については、多くの人が企業誘致がまず一番大事だよと。働く場所がないから

みんなここに住まないんだよなんて言うんですけれども、大きい企業はないかもしれませ

んけれども、例えばいまおじいさんおばあさん、いわゆる親御さんが子どもが木古内に帰

ってきたいけれども働く場所がないと。実は結構あるんですね、数で言うと。ただ、それ

はわかりやすく大企業がドンとあって、皆さんの知っている名前の名称の会社はないかも

しれませんけれども、実は働く場所は多くあるというのが現状だと思います。

それで、木古内のホテルが企業として来られた時に、町内事業者とのいろいろなすった

もんだじゃないですけれども、あったのを踏まえて町内の事業者との連携だったり、雇用

不足に対してもホテルの従業員をどこかから引っ張ってきただとか諸々あるので、そうい

う反省点をしっかり丁寧に述べられているなと思うんですけれども、結局これらで町内業

者だったり町民だったりに気を使っていると前に進まないですよね、きっと。いまも様々

な、じゃあ働く人いるのかなんてことを言われたら、大きい企業をもってきたって働く人

いないのに企業連れてきたのかってまた文句を言われるみたいな。ですので、ここは先ほ

ど新井田委員からもありましたけれども、ある程度トップの力を使って、誘致活動には様

々な声が出てくると思うんです、必ずプラスのこともマイナスのことも。そこを越えて、

やはり確たる強い気持ちで誘致を進めていただきたいと私は思いますし、そのことによっ

て少なからずやはり町の活性化は生まれるはずですし、当然誘致されると働く人が不足だ

とかそういう課題も多く出てくるとは思いますけれども、そこを考えるとやはり企業さん

が人を連れてきてくれるというのが一番の理想だと思うんですけれども、その全てが叶う

ことというのは条件的に大変厳しいと思いますけれども、この反省点は反省点、課題は課

題として横に置いておくことはできませんけれども、こればかりを気遣って進めてほしく

ないなということを私は個人的意見としても述べさせていただきます。

安齋委員長 吉田委員。

吉田委員 私のほうからは、先ほど同僚委員のほうから企業誘致だから大人数ってあるん

ですけれども、先ほど課長の説明の中にチラッと聞いた少人数で当てはまらない企業があ

ると。いまのＩＴ企業というのは、1 人か 2 人なんですよ。そして、テレビ番組で見てこ

んな田舎になぜこういう人達が来ているのかっていうのがあったんですよ。その中に一室

あればいいんです。そして、ＩＴだからそこで企業を興す。そういった場合に人数がどう

のこうのじゃないんだと私は思うんです。当然、その企業の家族がいるわけです。子ども

も連れてくるわけです。そうしたら、小学校・中学校というのは人数が増えるっていう可

能性がある。先ほど課長の説明の中にちょっと 1 人か 2 人で合わないよという話でってい

う発言をチラッと残っているんですけれども、私はもうそういう時代じゃないと思うんで

す。そういうＩＴ企業というのはいま千歳にですか、ああいう半導体の工場ができたら当

然北海道めがけて企業進出がすごい出てくるんですよ。そういうのを受け入れるのには、

ただ単に企業じゃなくてその家族も含めて住んでもらう。先ほどの説明に移住定住対策、
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これも一貫してくると私は思うんです。その辺の考えをリンクしながら、確かにこのやつ

には合わないのかもしれないんだけれども、そこを改善していくのが行政の力だと思うん

です。例え 1 人でも 2 人でも企業は企業なんです。そういうことをちょっと考えてみるこ

とができるのかできないのか、課長お願いします。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 こちらにつきましては、先ほどもこちらの資料の中でも書かせてい

ただいておりますけれども、やはりそういった小規模ですとか少人数でのそういった起業、

事業を起こしたいですとか、あとこちら木古内に事務所を置きたいですとか、そういった

ご相談にも対応できるような支援という部分につきまして、まず検討させていただくとい

う部分が 1 点あります。あと、やはりそれを実行するためにももっと関係団体と対話をし

て、そういった事業に理解をいただくのも当然そうでしょうし、また木古内に企業をどう

やって呼び込んでいくかですとかそういった部分につきましても、やはりもっと関係団体

との連携という部分を深めていかなければならないかなというふうにも感じておりますの

で、そのようなところでこれから進めてまいりたいと考えております。

安齋委員長 廣瀬委員。

廣瀬委員 私のほうから答弁はいらないんですけれども、企業振興促進事業の見直しとい

うことで、先の一般質問でも触れたんですけれども、この辺はもう早急に協議して見直し

を進めてもらいたいなと思っております。

あと 1 点、又地委員の反対意見じゃないんですけれども、「余剰な労働力」って言ってい

たんですけれども、余剰な労働力って全く私はないと思っているんですよ。どこに行って

も人手不足っていうような話は聞いております。だから、余った労働力ってないのかなっ

ていう部分と、ちょっと前の昔の三洋さんの話を引き合いに出した時に、網工場さんの工

員がいなくなるから三洋の誘致は反対だよというような話が出たって言っていたんですけ

れども、私はその考え方は非常に残念だなっていう思いなんです。あくまでも例えば企業

として来る企業は、企業努力してするものだと思っているんです。だから、私は別段その

辺考慮しなくてもいいのかなと思っております。私の意見です。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 私のほうから、ちょっと先ほどの課題のところで、地元企業との競合という

関係で、同じ業種関係については補助の対象ではないというようなふうに聞いたんですけ

れども、そうですか。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 そちらの競合の部分につきましては、制度として排除するものでは

なくて、町として誘致ですとかそういった相談を受ける際にそういった新たな分野ですと

か業種がかぶらないようなところを優先して、そういったものを受け入れたいというふう

な姿勢のところでございます。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。
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休憩 午前 10 時 45 分

再開 午前 10 時 47 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

いま回答をいただきましたが、確かにいろんな業種があるということは大事かなとは思

うんですが、逆に刃物の町とかハサミの町とか眼鏡の町とかそういうものに特化した町っ

ていうところがあります。そういうところが逆に人が集まってくる、そういう業種のもの

が集まってくる、そこでその工業関係によって町が発展しているというところがたくさん

あります。例えばこの辺りだとなかなかいまこれからっていうのは大変なのかもしれない

んですけれども、例えば 1 点なにか美味しいケーキを作るお店が来ましたと。それだけで

人が来ます。さらに、別な美味しい食べ物を作るお店がまた 1 件来ました。そういうとこ

ろがいっぱい出てきたら、そこをスィーツの町とかっていうふうになったりして、お客さ

んがまた来るっていう可能性もあります。と思いますので、特にこだわらないでやってい

って、その中でここの町に合った特色というふうにやっていけばいいんじゃないのかなと。

そこら辺の理解はやはり町の人もたぶんこのあとの 7 次の計画とかに出てくるとは思い

ますけれども、町民皆さんの協力も含めてという形になってくるかと思いますので、特に

答えはいりませんので、そういう姿勢でいってもらったほうがいいのかなというふうに私

は思いますので、よろしくお願いします。

ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 それでは次、第 6 次木古内町振興計画の検証結果についてということなんで

すが、こちらについては内容がかなり厚いものですので、多少時間がかかると思います。

ここで一旦、休憩をしたいと思います。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 10 時 50 分

再開 午前 10 時 55 分

・第 6 次木古内町振興計画の検証結果について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、第 6 次木古内町振興計画の検証結果についてということでの報告をお願いい

たします。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 それでは、第 6 次木古内町振興計画の検証結果について、ご説明を

させていただきます。

資料の 8ページをお開き願います。

まず（1）では、第 6次振興計画の検証及び総括の流れについて記載をしております。

まず、第 6 次振興計画の各章の実施計画に登載をした事業につきまして、担当課の取組

状況、今後の課題・方針等をまとめております。
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そちらにつきましては、別冊に実施計画登載事業の各課の取組状況、今後の課題・方針

を配付をしておりますので、ご参照いただければと思います。

続いて、各章・節ごとに主要施策の概況、課題を整理をしまして、さらに町民アンケー

トの中から、その章に該当する項目です。例えば 1 章であれば、福祉・医療・保健ですと

か、2 章であれば教育・文化ですとか、そういったところに該当する項目の町民の満足度

というものをまとめております。

こちらにつきましては、別冊にあります第 7 次振興計画の骨子（案）をお開きいただけ

ればと思うんですが、そちらの 3 ページをお開き願います。なお、この資料につきまして

は、まちづくり委員会の中でまだ内容精査中ということで、一応未定稿ということにして

おりますので、ご了承いただければと思います。

こちらに第 6 次振興計画の検証としまして、1 章 福祉・医療・保健の節ごとに主要施

策の概況をまとめまして、続きまして 6 ページをお開きいただければと思うんですが、こ

ちらに 1 章の福祉・医療・保健に関する町民アンケートの結果とその満足度という部分を

掲載をするという形をとっております。

このような形で、1章から 5章まで整理をさせていただいております。

ページにしましたら、こちらの 3ページから 21 ページまでで掲載をしております。

続きまして、各章ごとの施策への町民の満足度・重要度を相関図としてまとめておりま

す。

そちら 22 ページをお開きいただければと思いますが、こちら下の表を見ていただいて、

縦軸が施策への満足度というところになりまして、上にいくほど満足度が高いとなります。

一方で横軸につきましては、施策の重要度となりまして、こちら町民の方々がどのよう

な施策が重要と感じているかというところを現しております。こちら右にいくほど重要度

が高いというふうになります。

この図を四分割しまして、右側下段の部分につきましては、町民の方々が重要と感じて

いる割合に対しまして、その満足度が低いという項目になっておりまして、この図で言い

ますと特に就労・雇用という部分がそのような傾向があるということがわかるかと思いま

す。

こちらにつきましては、先ほど企業誘致の状況についてでも（4）の企業振興その他の課

題というところで、雇用者の不足というのを喫緊の課題として上げさせていただいており

ましたけれども、町民アンケートにおいてもこのような結果が出ているというところであ

りました。

続いて、総務・経済常任委員会資料の 8 ページに戻せていただきますが、これらの資料

をもとに、まちづくり委員会ですとかこちらの常任委員会ですとかで出された意見を集約

をしまして、先ほど見ていただきました第 7 次振興計画の骨子（案）のような形で、第 6

次振興計画を総括をしてまいります。その結果を第 7 次振興計画へ反映させるという流れ

になります。

（2）につきましては、こちらまちづくり委員会で出されました主な意見について掲載を

させていただいております。

こちら主な意見ということでありますので、様々な意見がございましたが、①から⑤こ

ちら掲載させていただいておりますが、こちらにつきましては次回 11 月中旬に開催予定の
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まちづくり委員会においてもさらに意見集約をする予定としております。

（3）には、こちら（2）で出されました意見を第 7 次振興計画へどのように反映するか

について掲載をさせていただいております。

こちら（2）の①で出されている協働という部分についてのご意見につきましては、まち

づくり委員会においてもやはり行政と町民の協働をさらに深めていく必要があると考えて

おりまして、こちら記載の 2点を中心に第 7次計画へ反映させていくこととしております。

続きまして、（2）の②・③・④につきましては、前計画ではやはり計画の進捗ですとか

評価が町民に伝わりづらいですとか、町民の意見が評価に反映されないですとか、町民で

は評価が難しいなどの意見がありまして、こちらにつきましてまずは各章ごとに 10 年後の

町が目指すべき指標等を重点戦略や目標値で示しまして、さらに新たに第 6 章 計画の進

捗と管理、こちら（仮）になりますが、を加えまして、計画期間中に行政と町民が協働で

計画の推進と管理を行う検証委員会、こちらも名前は仮称になりますが、を設置をするこ

とで、町民の方々の意見等も反映した計画管理ができる体制というのを整えてまいりたい

と考えております。

こちらまた戻るんですけれども、別冊の第 7 次振興計画の骨子案の 1 ページ・2 ページ

に計画の目次構成（案）が掲載をされておりまして、続いて 23 ページに飛んでいただきま

すと、こちらに計画の推進と検証の仕組み、計画検証の体制（案）などを図で示しており

ますのでご参照いただければと思います。こちらにつきましてもまだまちづくり委員会の

中で協議を進めている段階ですので、（案）ということで捉えていただければと思います。

それでは、申し訳ありません。また、常任委員会資料の 8 ページに戻りますが、こちら

（2）の④・⑤になりますが、こちらにつきまして第 6 次計画につきましては、実施計画に

一つずつ事業を登載しておりましたが、こちらを別に策定をしております各分野の個別計

画を登載することとして、各事業の進捗管理は個別計画ごとに行い、評価や効果につきま

しては先ほどの目指すべき指標等にあわせて検証する形を取りたいと考えております。

また、一番上に振興計画があって、その中の各章ごとの実施計画に個別計画があるとい

う構成にすることで、こちらの振興計画が町の最上位計画であるというところを明確化し

ていきたいというふうに考えております。

また、その他としまして、計画期間中に新たな政策ですとか計画策定が行われた時に、

その計画内容を振興計画に盛り込む仕組みを整備するとしておりまして、こちらにつきま

しては現在進めておりますＤＸですとか、あと策定中の公共交通の計画ですとか、そうい

った部分を新たに盛り込むべき計画、今年度に間に合えばそのように計画を盛り込みます

が、それ以外の新たな分野ですとかそういった部分の政策や計画につきましても、やはり

10 年間というスパンの中で計画を進める上で当然取り込んでいく必要があるだろうという

ところもございますので、そういった仕組みをこちらにつきましては、先ほどお話しをさ

せていただいた第 6 章の計画の進捗と管理や、あと検証委員会、仮称の中で仕組みを作っ

てまいりたいというふうに考えております。

検証結果にかかる説明は、以上となります。ご審議をよろしくお願いいたします。

安齋委員長 第 6次木古内町振興計画の検証結果について、説明が終わりました。

皆さんからなにか質問等ございますか。

平野委員。
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平野委員 振興計画 7 次を作成するにあたって 6 次の検証についてという意見で、前回の

常任委員会でもいろいろ意見が出たところだと思います。

それで、6 次を作成したのが 10 年前ですから、その時私も議員をやらせていただいてい

たんですけれども、作成する過程だったり今回資料として示された骨子計画がどこまでち

ょっと見れていたかわからないんですけれども、今回改めてこの骨子計画を見させていた

だきましたら、町民のアンケート含めてしっかりと計画を作ったあとに作成に進んでいる

んだなっていうことは見てとれました。

そんな中、当初計画からいきますと骨子計画が 4 月・5 月に作成終わっているってこと

なんですけれども、いざ提示されたのがこの 11 月の常任委員会ということ。あとは、当初

計画の作成が 10 月までで作成を一区切り付けるという計画だったんですけれども、その当

初計画から見るとこの骨子（案）の今回の提示も含めて、スケジュール的には結構遅れて

いるような進みっていう捉え方でよろしいでしょうか。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 当初スケジュールの中では、やはり現在こうやってお示しをさせて

いただいているというところで、若干の遅れと言いますか作業的には若干遅れている部分

というのは、否めないのかなというふうに考えておりますが、ただこちらにつきましては

検証結果で出されておりますとおり、様々 6 次計画からそのままその部分を踏襲をして掲

載方法ですとかそういった部分も含めて、同じような形で進めるべきではなくて、やはり

しっかりと目標値ですとかそういった部分を定めるべきというような議論をさせていただ

いた中で、今回の骨子（案）ということでまとめさせていただいている部分でありまして、

こちらにつきましては年内には素案をまとめまして、こちらまとめることとしております

ので、骨子（案）ですとか目標値ですとか、計画の素案というものを年内にまとめまして、

そちらをさらに協議をして成案にしていくような形をとりたいというふうに考えておりま

すので、こちら年度内には間違いなく計画策定を進めていくと。3 月議会に当然提案をし

ますので、そちらの部分に間に合うような形での策定を進めてまいります。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 一応確認なんですけれども、骨子（案）自体は 6 次の時も同様に作成されてい

たのかと、今回まちづくり委員会の中でも様々な意見が出された。あるいは、前回の常任

委員会でも検証について強く様々な委員から意見が出たということで、骨子（案）をより

深く作り直して今回提出されたっていうことではないんですよね。そこの確認も合わせて

させていただきたいのと、それらのスケジュール等々もちょっとずつ延びていっている現

状の中、当初予算の中で当然収まるような進みっていうことの理解でよろしいのかと 3点、

確認させてください。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 こちらにつきましては、第 6 次振興計画につきましては、骨組みと

言いますか骨子につきましては、ほぼほぼ第 5 次振興計画を踏襲するような形で作成をし

ているものと理解しておりまして、そういったもの自体が作られていたかどうかっていう

部分では、ちょっと私ども確認をしていないんですけれども、今回はこういうような骨組

みをしっかりと作って、計画を進めていくというふうに進めさせていただいているところ

です。
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また、予算につきましては、当然 3 月議会に提案するという部分で、予算の範囲内で実

施をしていくというところでは、変わりなく進めてまいります。

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 11 時 16 分

再開 午前 11 時 17 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ほか。

相澤委員。

相澤委員 相澤です。よろしく。

今回、7 次の骨子（案）ができているんですが、ほかに教育委員会なり福祉の関係です

か、これでもう同じように今年度で終了して、新しく計画案出すというような形になるか

と思うんですが、それらの整合性はちゃんと取れているんですよね。その確認だけ。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 ほかの課で進めております計画策定につきましては、一応都度情報

をいただきながらどの辺りで完成をするのかですとか、その内容も踏まえて当然盛り込め

るものは盛り込みたいというふうに考えておりますので、この辺の情報交換はさせていた

だいております。

安齋委員長 ほか。

又地委員。

又地委員 6 次の検証をしたと。且つ、検証した中で第 7 次に向かいますということであ

りますし、その中身的には第 6 次の振興計画をほとんど総集するというような部分もあり

ましたけれども、委員会のほうからのいろいろ意見も具申したという中で、ボリュームが

とありますけれども、来年は町長の改選期でもあるし新たな事業に関してもボリュームっ

ていう中で、盛ってこらさるのかどうかという部分が 1 点と、それと 8 ページのその他の

部分なんですけれども、計画期間中に新たな政策や計画が出てきた時に、その計画を振興

計画に盛り込める仕組みをするということです。それはもちろんだと思うんだけれども、

毎年振興計画の反省と練り直しをするという約束がありますよね。約束しましたよね。で

すから、当年度たぶん事業の年度の張り付けがいま出てくると、ガリッとしたものが。そ

の中で、やはり委員会の意見も具申する中でローリングがあるわけですよ、引き伸ばす、

あるいは前にもってくる。というものは当然その年度年度、単年度の反省なりを踏まえた

中であるのが当たり前だと思っています。そうですよね。ですから、このことは約束事な

ので、ローリングするあるいは部分に関しては極力、委員会との話し合いの中になるのか、

あるいは町長の施策の中でそういうものが出てきた時に、いち早く知らせてほしい。例え

ば 1 年過ぎて、過ぎたあとでなくして、政策として町長が考えた時にはその時点で知らせ

てほしいということが大事かと思いますので、その辺よろしくお願いします。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 私のほうからひとこと、「協働」ということで基本理念ということで掲げられ
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ているということで、（2）のほうの意見のところにも書いてありますけれども、この町民

アンケートをやったその結果、「どちらとも言えない、わからない」が合わせると半数以上

のものがほとんどだというところから考えると、今後やはり町民へ行政のことですとか町

への興味って言うんですか、関心をもってもらうような周知や教育そういうのがやはり継

続的に必要だろうなというふうに思います。いろいろとこちらのほうにも書かれています

けれども、頑張ってやってもらいたいなとそういう面で思いますので、よろしくお願いい

たします。

ほかございますか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 それでは、第 6次木古内町振興計画の検証結果が終わりました。

以上で、まちづくり未来課の調査のほうについては、以上ということでよろしいですね。

これで、まちづくり未来課の調査を終了いたします。

どうもまちづくり未来課の皆さん、お疲れ様でした。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 11 時 23 分

再開 午前 11 時 29 分

＜町民課＞

・ごみの減量化対策について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

町民課の皆さん、お疲れ様でございます。

町民課については、ごみの減量化対策についてと特殊詐欺対策機器導入事業の状況につ

いてということでの調査になりますので、よろしくお願いいたします。

それでは早速、説明のほうをお願いいたします。

畑中課長。

畑中町民課長 それでは、町民課の調査事項について、私のほうからご説明をさせていた

だきます。

本日は、ごみの減量化対策について、特殊詐欺対策機器導入事業についての 2 点となっ

てございます。

それでは、資料の 2ページ目のほうをお開きください。

調査事項 1点目、ごみの減量化対策についてでございます。

（1）の木古内町のごみ排出量の推移でございます。

こちらは、平成 30 年度から令和 4 年度までの 5 年間のごみの排出量を記載したものでご

ざいます。

この排出量には、事業系の一般廃棄物も含みました木古内町全体の排出量となっている

ものです。

不燃ごみや空き瓶・ペットボトルにつきましては、年度により増減しているところもご

ざいますが、人口の減少もあり、下段の合計欄にありますとおり、排出量全体としては、
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年々減少している状況でございます。令和 4年度では、1,274 ｔという状況でございます。

続きまして 2番目、町民一人あたりのごみ排出量等でございます。

こちらは、町民一人あたりのごみ排出量、またごみ袋等の購入費用でございます。

町民一人あたりの年間ごみ排出量は、（1）でご説明しましたごみの排出量、こちらを各

年度末の人口で割り返したものでございます。

こちらは、年度によって増減しているところもございますが、5 か年の状況を見ますと

減少傾向となってございます。

また、ごみ袋等の購入費用でございますが、こちらは小売店に販売したごみ袋等の金額

を人口で割り返したものでございます。途中で、ごみ袋等の料金改定を行った影響で、金

額が増額となっているところもございますが、5 か年の状況を見ますと 2,000 円前後で推

移している状況となってございます。

（3）ごみの減量化・分別方法の周知でございます。

現状、ごみの減量化等を進めていくためには、ごみの排出抑制、また再生利用の促進が

重要とされております。これらが推進されることによりまして、環境負荷の軽減、また資

源の有効活用につながるものでございます。

そのため、令和 3 年 8 月より町政広報におきまして、食品ロス削減や生ごみの水切り、

分別の方法など、ごみの減量や分別の仕方などについて周知を行っているところでござい

ます。

令和 5年度につきましても、正しい分別の呼びかけや食品ロス削減などについて掲載し、

広く周知を行っているところでございます。

今後も排出抑制、再生利用促進のために、町民の皆様に継続した周知・啓発の取り組み

を行ってまいりたいと考えているところでございます。以上でございます。

安齋委員長 いま、ごみの減量化対策についての説明がありました。

皆さんからなにか質問ございますか。

東出委員。

東出委員 もし把握していれば、私達いま町内会でもやっているんですけれども、新聞紙

だとか古紙、それからほとんど古紙だと思うんですよね。新聞、アルミ缶、それらのもの

というのは、だいたい現課のほうでどこの町内会いくらというふうな感じで把握していま

すか。

安齋委員長 敦澤（裕）主査。

敦澤（裕）主査 東出委員のお尋ねにお答えします。

現在、町内会ごとで資源ごみの回収を実施されている団体がトータル 18 団体いらっしゃ

る状況でございます。

また、回収量等につきましても、回収している業者のほうから年度ごとに収集量につい

ても報告いただいている状況でございます。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 そうであれば、いまごみの減量化ということで議論しているわけですけれども、

やはりなんでも捨てればいいっていうものじゃない。やはり資源活用する部分では、私は

現課で年間これくらいですよ、古紙、新聞紙、段ボール、その他では年間これくらいあり

ますよと 18 団体、いまやっているって言うんだけれども、それから空き缶はいくらという
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ふうに。やはりそれらのものも一緒に資料として付けてくれないと私は把握しているので

あれば、それらのものも付けてもいいんじゃないかなというふうに私思うんだけれども、

そうすることによって我々も町内会とすれば、町内会の年間の経費のいくらかにでも役に

立てているわけだし、そういう良い結果があるわけですよ。その辺では、それから団体も

18 って言うんだけれども、この辺はどうなの。18 でもう頭打ちなのかな、やはりその辺も

各町内会、自治会の会長さんとも協議をして、やはりこういうふうな部分でもやっていく

べきだと思うんだけれども、その辺の見解については課長、どのように考えていますか。

安齋委員長 畑中課長。

畑中町民課長 ただいまのご質問でございます。

1 点目の今後の資料等の掲載というお話かと思います。こちら今後、検討させていただ

きたいと思います。

もう 1点の未実施の町内会さんに関する動きということでございます。

こちらおっしゃるとおり、私どもとしましても未実施の町内会さんのほうには、ちょっ

とその辺り状況確認をさせていただいて、可能であれば実施に向けた働きかけをさせてい

ただきたいというふうには考えております。

安齋委員長 ほか。

私からちょっとすみません、知識不足なので申し訳ないんですけれども、空き缶・ペッ

トボトルについては、町の回収する業者に出されたものの数としてあっていますか。

畑中課長。

畑中町民課長 こちらに掲載している空き缶やペットボトルの量につきましては、収集委

託業者が回収して衛生センターに持ち込んだ分がそうなります。

安齋委員長 そうするといま町内会とかで資源回収で集めているものは、入っていない数

になるんですよね。これについては、衛生センターに持って行って処分をしてもらうとい

うことになるんでしょうけれども、これは別に衛生センターでリサイクル品として買い取

ってもらっているんですか。一応、町の若干ではあるけれどもこの部分については、多少

の利益にはなっているということでよろしいのかな。わかりました。

ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・特殊詐欺対策機器導入事業の状況について

安齋委員長 なければ、次の特殊対策機器導入事業の状況についてをお願いいたします。

畑中課長。

畑中町民課長 それでは、調査事項 2 点目の特殊詐欺対策機器導入事業の状況について、

ご説明をさせていただきます。

（1）の事業内容でございます。

1 番の目的、電話による特殊詐欺被害を未然に防ぐことを目的に製造された機器の購入

費用の一部を助成するということで、機器の普及を図り、深刻化する高齢者の特殊詐欺被

害を未然に防止することを目的としてございます。

2番目の対象者でございます。



- 27 -

町内に住所を有する 65 歳以上のみで構成される世帯のかたとなってございます。

3番目、助成金の額でございます。

購入費用の 2分の 1以内とし、1万円を上限とするという形でございます。

2番目の周知方法でございます。

4 月の木古内町のホームページに掲載、5 月の広報木古内 5 月号に掲載といった周知を行

っているほか、町内会連合協議会の総会、また防犯協会の総会、さらには年金支給日に実

施しております、振り込め詐欺被害防止街頭啓発などにおきましても制度の周知を行って

いるところでございます。

3番目の申請件数及び助成額でございます。

10 月末現在で、4 件の助成を行っております。現在も 3 件が申請の手続きを行っている

ほか、数件のお問い合わせをいただいているところでございます。

こちらも特殊詐欺被害の未然防止のために、引き続き助成制度の周知を図ってまいりた

いと考えているところでございます。以上でございます。

安齋委員長 説明が終わりました。

なにか質問ございますか。

新井田委員。

新井田委員 いま振り込み詐欺の部分について、ちょっと確認等をさせてください。

周知方法だとか街頭啓発に関しては、各町内会宛てに連合会をとおしていっているか、

若しくは町民課からも案内をいただいて、それに沿った形で各地区での啓発活動をされて

いるっていうふうに承知しています。

そこでちょっと要望なんですけれども、私ども泉沢地区も 15 日、いわゆる偶数月の 15

日です。この日を目処に朝 9 時からほぼ 1 時間ぐらいの啓発をさせていただいています。

その対応なんですけれども、いろいろ当時は本町サイドだけでやっていたんだけれども、

郵便局も各地区にあるということで、いろいろご提案の中で各地区の啓発ということでい

ま現在なっているんだけれども、たまさか前回の啓発の時にこれは泉沢地区なんだけれど

も、非常にグッズを例えばのぼり、たすき、それと啓発グッズ、いわゆるチラシとかそう

いうものを一応用意されているんだけれども、まずたすきなんかでも 2 本ぐらいしか置い

ていかない。おそらくその地域に合ったこんなものかなというようなことで、2 本ぐらい

あればたくさんかなというようなことなのかもしれないけれども、やはり町内会サイドで

もこれは非常にもうそういう考えじゃない事例なんですよ。だって、人様の財産をみんな

奪っていくんだから。それに対してもうちょっと真剣に各地区で考えてください、それが

本音でしょう。そうならばやはりたすきを 5 枚ぐらい置いていくとか、あるいは啓発グッ

ズももうちょっと置いてくださるとか、結構 15 日なんか利用者あるんですよ。だから、そ

ういう実態に合わないような部分でなくて、多少多めでもいいじゃないですか、返すんだ

から。もう一つは、いわゆるのぼりだって置いていかない。啓発用のグッズでのぼりを立

てる。そののぼりさえ置いていかない。だから、そういう前向きでない部分を感じられま

す。だから、そういう部分は今後やはり少し余ったってお返しするんだから、そしてもう

一つはのぼりを当日外すんじゃなくて、例えば期間をもって郵便局の許可を得て手すりに

立てるとか、そうするとそういう効果をやはり考えるべきだと思う。終わったら終わった

ですぐ持って帰る。どうもそういうなんかやればいいっていう感じの申し訳ないけれども、
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そういう傾向を感ずる。だから、啓発っていうのは 1 日で終わるのが啓発じゃなくてもい

いわけだから、置いておけば啓発になるっていう部分もあるわけですから、もうちょっと

その辺を加味した中で啓発活動を行ってほしいです。これ要望です。

そしてもう一つは（3）なんだけれども、これは電話の受け付けなんでしょうけれども、

うちの自治会もこれに関しては今回も回覧を毎月出しているんですよ。うちの女性部が別

紙で振り込み詐欺用のテレホンの助成のチラシを出したんです。おそらく効果があったか

どうかわかりませんけれども、こういう各地区でのいわゆる周知方法、この辺も町民課と

してほかも当然回覧されているところもあるんでしょうから、大いに参考にしてもらって

1人でもちょっと周知できればとそんなふうに思っております。

もう一つは、我が町で我が木古内町でどの程度の振り込み詐欺の被害に遭っているかど

うか。ないほうがいいんだけれども、よく私のところもなんか変な電話がかかってくる時

があるんですよ。それはニュアンスでわかるんだけれども、そういう被害の状況っていう

のは一体どうなんだろうって、その辺もやはりある程度認識の対象になるんじゃないか、

情報の共有になるんじゃないかと思うんです。だから、ないんですっていうことであれば

いいんだけれども、概ねいまこの程度だっていうような程度でいいんだけれども、わかる

範囲でお知らせをしてもらいたい。要望とちょっとその辺の確認です。

安齋委員長 畑中課長。

畑中町民課長 まず啓発活動の要望につきましては、常時啓発する対応ですとか地域の実

態に合う対応です。対応させていただきたいと思います。

実績です。こちらは、木古内警察署のほうにも確認したところ、令和 4 年度につきまし

ては、木古内町内で 1 件発生しております。令和 5 年度につきましては、いまのところ 0

件ということで確認している状況でございます。

あと、周知方法です。いま泉沢の自治会さんにつきましては、地域での広くまた対応も

いただいているというところで、ほかの町内会さんともその辺りでちょっと相談しながら

進めていきたいと思います。

安齋委員長 ほか。

平野委員。

平野委員 件数が多い少ないは別として、いかに詐欺の対策をするかが重要だということ

で、これ新年度の補助事業として新たに出されたもので、いま新井田委員からも言うよう

に、泉沢ではそうやって回覧でしっかり高齢者の方々に周知して、なんとかこの制度を使

ってほしいですよって言っているわけですよ。でも課長のなぜそういうことを言うかとい

うと、これ当初予算で 30 件の予定がいまのところ 4 件しかないからと。これは見込み違い

だよとか、思いのほかもうすでに持っている人が多かったよだとか、そういう見解をもっ

ていればいいんですけれども、ただこの 4 件の発表だけで、見込みはこのあと 3 件が申請

手続き中だという程度であって、当初予算に載せた件数にやはり近づけるようなどういう

努力をしているのかっていうのが見えないんですよ。その辺を新井田委員も合わせてつい

たと思うんですけれども。どうですか、だから最初に言ったように、必要性も含めてそこ

まで求めるかたがいないっていう実態がわかったものなのか、すでに設置されているかた

が以外にも多くて、必要性としてはそこまでなかったのかだとか、あるいは徹底的なやは

り周知不足があって、いま現在も高齢者のかたにしっかりとこの補助が伝わっていないの
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かとそういうのを分析した上で、この資料提示をするべきだと思います。そこがちょっと

足りないのかなと感じたんですけれども、いかがですか。

安齋委員長 畑中課長。

畑中町民課長 ただいまの平野委員のご質問でございます。

やはり周知につきましては、もちろんこれで十分とは考えておりませんので、制度の周

知というのは行ってまいりたいとは考えてございます。

また、状況を実際にすでにもっているのかというような状況につきましては、正直なと

ころ把握まではしてございません。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 値段が申請件数及び助成額の購入額の値段が違うんですよね。これ例えば私付

けたいんだけれどもというあれするわけですよ。そうしたら、個人で機種を選ぶ。私すご

く不親切だなと思うんだけれども、例えば私も付けたいと思った時には、これ機種いろい

ろあるんでしょう。ある意味では、町が窓口になって付けてやると。お金は出すけれども、

あなたのところで付けたいなら勝手に機種を選びなさいっていうところ。なんか途中で放

り投げているような気がするんだけれども、やはり付けたい人には同じような機種で、で

きないのかな。なんか補助金は出すから勝手に付けなさいよということのようにすごくと

られるんだけれども、その辺整理できないのかな。当初 30 万見ましたよと。その 30 万予

算見た時にはどんな感じで予算を 30 万組んだのか。なんか付けたい人、申請してください

と。機種はあなたが勝手にあれして、領収証をもらって申請書を出しなさいよなんでしょ

う。なんか中途半端なあれだね。もう少し実の入った本当に心配してっていうあれが途中

で断ち切れているような気がするんだけれども、その辺できないのかな。

安齋委員長 畑中課長。

畑中町民課長 ただいまのご質問でございます。

申請する前に皆さんご相談には来ていただいておりますので、その際に対応になるこう

いう機能が必要だといったような機種のご説明などはさせていただきます。ただ、電話機

も各種メーカーがございまして、それぞれで様々な機能の電話機販売してございますので、

特段こちらからメーカーですとか機種の指定まではしてございませんが、一応機能の説明

ですとかそういったものはさせていただいております。

また、町内の対象購入先になります販売する取扱店です。そちらのほうにも制度のほう

をきちんとご説明させていただいておりまして、こういった機能のものが対象になるとい

うことでの対応のご説明と言いますかそういったこともしているところではございます。

安齋委員長 吉田委員。

吉田委員 いま平野委員のほうからの出たやつでちょっと思ったんですけれども、この対

象者ありますよね、65 歳の世帯と。これは確かにそうなのかもしれないんですけれども、

仮に 65 歳の人を見ている人が昼間、函館に行ったりなんかしてほとんどいない時間ってい

うのがある。そういう場合は施設はあるんですけれども、家にいる時にこういう特殊詐欺

にかかってきた場合っていうことを想定すれば、この対象の範囲を広げるのも一つの手な

のかなと。そうすればある程度この 4 人じゃなくて 30 人近くなっていく可能性も私は考え

られると思うんですけれども、いまとにかく人数が少ない、とにかく 30 人っていう予算を

組んだ中で、この 4 人しかならないっていうのは、現課のほうに対象にならなかった場合
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の問い合わせっていうのがあったのかないのか。そういうことも考えたほうがいいし、私

達も農家なんですけれども、朝から出たらもう昼に 1 回帰って、また夜まで全然家にいな

いと。こういう世帯はどうなるのっていうことになるので、そこら辺のちょっと考え方を

説明お願いします。

安齋委員長 畑中課長。

畑中町民課長 ただいまのご質問でございます。

まず今回の対象世帯につきましては、やはりすぐ身近に相談できるかたがいないという

ことで、65 歳以上のかただけの世帯というものを助成対象という形で、助成制度としてま

ずはスタートさせていただいているところでございます。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 11 時 55 分

再開 午前 11 時 57 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ほか質問はございますか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 なければ、特殊詐欺機器導入事業の状況についての調査を終わります。

以上で、町民課の調査のほうは終了いたします。

町民課の皆さん、お疲れ様でした。ありがとうございました。

それでは、このあと報告事項ということで、建設水道課の各施設のエアコン設置事業に

ついてというのがありますので、午後からということでお願いしたいと思います。

それでは、昼食のため、13 時まで休憩といたします。

休憩 午前 11 時 58 分

再開 午後 1時 00 分

３．報告事項

＜建設水道課＞

・各施設エアコン設置事業について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

報告事項ということで、建設水道課から各施設エアコン設置事業についてということで

ご案内がありますので、お願いいたします。

構口課長。

構口建設水道課長 それでは、わたしのほうから各施設へのエアコン設置事業について説

明いたします。

まずことしの夏なんですが、気候変動の影響等もありまして、北海道においても猛暑に

覆われ、他の自治体では痛ましい事故もあり、全道的にも冷房設置の動きが出てきており
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ます。

当町におきましても、学校・社会教育施設を含む公共施設にエアコンを設置することで、

施設の利用時の熱中症等の発生を防ぐことはもとより、設置により施設の利便性、快適性

の向上につなげて、さらには職場環境の改善、業務の効率化が図られることから、来年の

夏の稼働に間に合わせるため、12 月定例会への補正予算の提案を考えております。

つきましては、エアコンを設置する施設について一覧表をとりまとめておりますので、

説明させていただきます。

まず、一番上の表になります。

公共施設に関わるエアコン設置箇所でございます。

基本的には各会館の集会室等に設置しまして、19 台の設置を考えております。事業費に

つきましては、ただいま積算中でございますが、概算として事業費 1,200 万円を見込ん

でおります。

次にその下、学校教育施設です。

小学校、中学校、給食センター、あわせて 8 台、事業費 750 万円、社会教育施設、公

民館、スポーツセンター、郷土資料館、あわせて 9 台、事業費は 950 万円、全体で設置台

数を 36 台、事業費は概算で 2,9000 万円を見込んでおります。

以上、説明を終わります。

安齋委員長 説明が終わりました。

質問ありませんか。

平野委員。

平野委員 いま課長から説明あったとおり、近年の夏の暑さはちょっと過去の北海道では

考えられないくらい、コロナの交付金を活用して小中学校にはエアコンを設置したところ

で、他の自治体がことしに入ってまたことしも猛暑で、そういう小中学校にエアコンをつ

けなきゃならないという急務な話をしている中、我が町は一歩進めた設置をできたのかな

と子どもたちも保護者も改めていまのニュースを見て喜んでいるのではないのかなと。

そういう観点の中、当然小中学校のみならず、特にここにも書いてあるとおり、小中学

校の教室は設置できたけれども、職員室が付いていないだとかそういうのを洗い出した時

に必要なところを出してくれたと思うんですが、公共施設の今後のあり方を整備計画とし

て出しましたけれども、その計画とこのエアコン設置するっていうのは、改修計画も含め

てリンクされているのか。そこの部分も考慮したのかという部分と、この財源については

どのような出しどころを考えているのかもあわせてお聞きしたいのと、言えば次年度の当

初予算でも間に合うんじゃないかという思いはあったんですけれども、よく又地議長が言

うように、来年度は骨格予算でありこのような新たな設置についてもはたして載せていい

のかという観点からは、私はぜひ付けるべきだという思いから基本的には補正でこれは付

けるというのを出したことは、一定の評価と言いますか賛同はする思いであります。そこ

を踏まえて先ほどの質問をお聞かせいただきたいと思います。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 まず、長寿命化等にかかる改修計画との関連性ということでございま

す。

結論的に申しますといま現段階では、その計画とはリンクされておりません。その中で、
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今回のエアコン設置につきましては、首長からの考え方もあった中で今回、提案させてい

ただいたということになっております。

財源につきましては、まず財政のほうとはきめ細かく取り決めてはおりませんが、現段

階では公共施設整備にかかる起債の充当をいまのところでは予定している段階でございま

す。以上です。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 財源についてですけれども、全てが公共施設整備事業債、起債を充てられる

ものではなくて、現状でたぶん半分までいくかなというような認識でおりますので、残り

につきましてはほぼ一般財源での整備となりますということをご承知おきください。以上

です。

安齋委員長 新井田委員。

新井田委員 いま資料を拝見させてもらいました。私も同僚委員と同じで、特に各地域の

そういう公共施設にエアコン等々を付けていただくということは、大賛成でございます。

先ほど課長のほうからコロナの局面もあったと。そういう中でのというような部分はあ

りましたけれども、確かにことしは同じようなことを触れますけれども、灼熱みたいな状

況がかなり続いたというような状況でいきますとやはり特に我々の地域性を見ますと、お

年寄りのかたが私も含めて多い中で、こういう施設を利用しながらまた交流の場を深めて

いくという観点からも非常に良い判断をしていただいたなとそんなふうに思っています。

ぜひ良い部分に関しては、今後ぜひ提案いただいて、改善も含める形でご提案を願えれ

ばと思います。ありがとうございます。一応お礼の回答はいりませんので。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 勉強不足で申し訳ないんですけれども、いまここで温風が出ているんですけれ

ども、両方使えるものなのか、本当の冷気だけより出ないものなのか、その辺ちょっと教

えていただけますか。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 基本的には冷暖房、両方対応できるようになっております。なお、い

まのエアコンなんですが、北海道の仕様につきましては、冷房だけではなく温風も出ると

いうタイプが標準となっておりまして、なお電気料とかもそれを分けることによって、し

がいはないということで、全て冷暖房の対応となっております。以上です。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 そうするといま随分燃料高騰で、重油だとかそういうようなものの消費が増え

ているんだけれども、そうすることによってやはり冬場の暖房に関しても燃料と電気と比

べたら場合どうなのかわからないけれども、その辺は概ね試算しているのかどうなのかち

ょっとまだ現段階で聞くのはおかしいんですけれども、その辺どうでしょうか。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 冷房と暖房、電気を使うか、それとも暖房のほうに関しては燃料、灯

油とかでやるかと。一概的にはなんとも言えませんが、感覚的には灯油のほうが安い方向

性があります。なお、夏場につきましては冷房になりますので、やはりいまよりは電気料

がかかるということになります。当然そこは電気を使うものですから、電気代のほうは施

設の管理上、上がってくるということにはなるかと思います。以上です。
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安齋委員長 平野委員。

平野委員 先ほどちょっと聞き漏れと言いますか、12 月の定例会で補正で上がってくると

いうことですので、数字の部分でしたり等の質問は本会議の中でもいろいろ聞いていきた

いなと思うところですけれども、先ほど公共施設の管理計画とのリンクしていないと。も

う少しリンクすると工事代も含めて、今後の改修等々も上手く合わせていけるのかなって

いう思いもありました。しかしながら、とにかく設置が優先だっていうことの思いもわか

らないわけでもございません。そこで、いま現在設置する施設は全部載っているんですけ

れども、逆に設置しない施設がどの程度あったのかっていう部分です。逆に設置しないと

いう場所については、すでに付いているものなのか、あるいは必要頻度でしたりそういう

ことを考慮して付けないっていうことになったのかも含めてお聞かせいただきたいと思い

ます。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 エアコンの設置されない箇所ということになりますが、まず公共施設

としましては、しない箇所に関しましては、小さい会館には今回付けないことにしており

ます。なお、この会館につきましては、建川、大川、大平会館、この三つにつきましては、

以前に町内会館を将来的には廃止するということで了承もいただいておりますので、そう

いった考えでいます。あと、その他の施設につきましては、基本的には避難されるであろ

う大きなホールと言えばいいですか、そういうところにつきまして、その他の小さい部屋

には付けない方向性で考えております。あと学校関係につきましては、例外的に使われる

特殊的な授業をやるような箇所、あと中央公民館、スポーツセンター等には、例えば公民

館につきましては視聴覚室とか、あとスポーツセンターにつきましては、みんなが集うで

あろうアリーナ、そういった部分。あと細かいところを言いますとパークゴルフ場も今回

は付けません。そういった中で細かに言いますとまだあるんですが、大枠としては付ける

箇所につきましては、避難所として使うであろうスペースを基本にいま考えたところでご

ざいます。以上です。

安齋委員長 廣瀬委員。

廣瀬委員 同僚委員言ったとおり、私もことしの猛暑を考えるのであれば、利用者にとっ

ては利便性もあって健康的にも良いかなと思っております。

ちょっと要望にもなりますけれども、また猛暑続いて適時考えてもらって、例えば避暑

地として解放という部分で考えてもらえればなと思っております。以上です。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 避暑地という考え方での使い方、これに関しては庁舎内でも議論をし

ております。やはりこれにつきましては、町内会の協力等もいただかないとならない部分

もありますので、今後その必要性がある時は随時町内会等とお話させていただきながら対

応していきたいと思っています。以上です。

安齋委員長 ほか。

新井田委員。

新井田委員 だいたい概ねわかったんですけれども、取り付け 3 月の定例会っていうかそ

れで提案されるんでしょうけれども、概ね工事時期っていうのは来年のいわゆる夏に向け

てほぼ完成って言えば変ですけれども、そんな段取りで概ね考えているんでしょうか。そ
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の辺ちょっと確認したいんですれども。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 工事の発注時期につきましては、年末か年明け早々ということでまず

考えております。そのあと決まった業者さんと協議させていただきながら、エアコンの資

材の注文です。それに 2・3 か月かかるであろうということで考えておりまして、工期につ

きましては 7月末を見込んでおりますが、可能な限り早めに終了するように考えています。

以上です。

安齋委員長 ほか。

又地委員。

又地委員 一つ確認をしたいと思います。36 箇所ですか、36 台設置すると。良かったなと

思っております。まず確認したいのは、新しくできた港団地の 2 階に集会所があると。そ

こは、港団地を建て替えた時にエアコンなり暖房の設備が入っているのかどうかの確認、

それが 1点。

それから、病院の看護師さん方の保育所ありますよね。あそこはどうなるのかなと。も

うすでに付いているのかどうか。それと、公民館に図書室があると。前にも話しましたけ

れども、図書室はもう付いているのかどうか。それから、旧鶴岡小学校の体育館、あそこ

は避難場所になっていると思うんです。この辺りはどうなのかと。それから、道営住宅の

1 号館・2 号館、これは道営住宅ですけれども、確か集会所があるはずですよね。ここは付

いているのかどうか。それと学童保育は、これはもう付いてあったかな。その辺の確認を

したいと思います。

あとは、12 月に補正予算で出したいと。いま課長のほうから施工時期等がありましたけ

れども、結果的には繰越明許費でもっていくんだね、なりますね。その辺りでことしの全

国的な猛暑の中で、国・道の政策がなんかオープンになっているように私感じているんで

すよ。副町長のほうからは、一般財源で起債という話もありましたけれども、その辺国・

道の助成絡みの部分で、上級官庁にあたったのかどうか。その辺も合わせて答弁願いたい

と思います。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 まず設置している箇所の確認ということでございますが、まず新しい

港団地の集会所には付いておりません。暖房のみになります。あと、病院の保育所につき

ましては付いているということです。図書室につきましては、今回の設置箇所で入ってお

ります。資料のほうにいきますと、社会教育施設の中央公民館のほうになります。次に、

旧鶴岡小学校の体育館につきましては、今回考えておりません。次に、道営住宅も付いて

おりません。学童保育は付いております。

次に、12 月に繰越明許ということで考えておりまして、まず私どもの部分としては国・

道の助成につきましては、まずそういう動きがあるということで聞いておりますが、まず

現課のほうでは私は捉えておりませんので、もし補足があれば副町長のほうからと思いま

す。以上です。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 財源の部分なんですけれども、これは起債、それから補助金等をまずは様々

な情報集めをしまして、なにか使えるものがないか。当然ながらそこはしっかりと精査を
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しておりまして、例えば学校ですと補助金を使うにあたっては、エントリーして次の年、

もう 2 年くらいかかるんです、学校の補助金を使うとなると。もうどうしても来年の夏稼

働なので、全然できないものですから、もうここは一般財源ででもやりましょうというこ

とで、公共施設と合わせてやろうという考えをもちました。時期的なものも先ほど来、12

月定例会の補正を基本に考えておりますが、国のほうではこのあと低所得者なり非課税世

帯の給付金の年内とかという話も出ておりますので、そうすると定例会前にもしかしたら

その部分は臨時会なりで提案しなきゃならない時期があろうかと思います。その際には、

そこにこのエアコンの部分も合わせて提案させていただければと、若干早まる可能性もあ

るということをご承知ください。以上です。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 港団地あるいは鶴岡小学校の旧体育館、あと道営住宅、道営住宅の場合は道の

所管ですので、これは木古内町として管理しているわけですから、道のほうに要望をする

というこれはトップセールスになるのかもしれませんけれども、それは町長のほうに申し

伝えてなんとか付けてもらうということの作業を進めていただきたいと思います。

港団地、なぜ付けないのかなとそう思っております。なんとかあそこは 24 所帯あるわけ

ですから、例えば町内会としても年に一度・二度は、団地に住んでいる人方を皆さんに集

まっていただいて、港町町内会の当年度の事業計画だとか説明することもあるわけなんで

す。ですから、なんとかこれ町の施設なので、付けていただきたいなとそう思っておりま

す。あと鶴小の体育館の場合は、あそこの鶴岡の生活改善センターも避難場所になってい

ると思うんですけれども、付いているということですよね。鶴小はあそこ体育館で、随分

もし本町のほうで避難するとなれば、大人数の人を非難させることが可能だとそんなふう

に私は思っているんですよね。お金もかかることなんだけれども、鶴小の旧体育館を有事

の場合を想定して、付けたほうがいいのではないのかなとそんなふうに思っておりますけ

れども、ある意味では財源も必要になると思います。その辺は精査する中で、再考してい

ただきたいなと思いますので、よろしくお願いします。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 港団地の集会所、まずここは再検討させてください。

それと、いま議長がおっしゃったようにいまの旧鶴岡小学校の体育館ですとか、先ほど

ちょっと建設水道課長が触れたように、学校とかでも常に使わない教室、例えば音楽室で

すとか移動を伴うような教室、そこの部分はいま考えているのは、スポットの移動式のエ

アコンなんですけれども、そういうものをちょっと何台か用意した中で、そういう対応を

していきたいと。ですから、整備しない会館も必要があればそれを移動できますので、そ

れを持って行ってどうしてもしのげない場合は、そんなので対応ということを考えており

ますので、ご承知ください。以上です。

安齋委員長 吉田委員。

吉田委員 吉田です。

ことしの夏暑くて、いさりび団地のかたからエアコンをなんとかっていう話、どこかで

1 箇所下にそれこそ避暑する場所を設けてくれないかっていう話をしていたんですけれど

も、私としてはあちこちに団地があるからそこばかりっていうわけにいかないよねという

話はしていたんですけれども、先ほど議長からも言われたとおり、やはり高齢者いつ、ど
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こで、どうなるかわからない状況の中で、なんとかそこに避暑する場所の確保っていうの

は急務だと思うんです。大平団地もたぶん付いていないんですけれども、あそこに会館あ

りますよね、近くに。一時でもやはり避暑する場所っていうのは、必要な場所っていうの

は出てくるのかなとは思っています。そういう意味で、これは財源を伴いますからああだ

こうだは言えませんけれども、そういう話があったので行政のほうも検討していただける

か、いただけないかわからないですけれども、そういう話があったということでお話して

いただきたいと思います。とにかくいさりび団地は、もうひどかったらしいんです。それ

で、住人のかたが下のほうにスペースにエアコンを付けて、そこでみんな休める場所をな

んとかしてもらえないかなという話があったので、一応これ話だけで止めておきますので

よろしくお願いします。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 いさりび団地に限って言えば、健康管理センターを避暑地代わりに使ってい

ただきたいというのが本音のところです。公共施設は全てもう先ほど廣瀬委員がおっしゃ

ったように、避暑地代わりに使っていただければと考えておりますので、いさりび団地に

ついては。次年度以降の政策になろうかと思いますが、高齢者ですとかの暑さ対策という

ものは、いま検討しておりますので、いましばらくということでご承知ください。以上で

す。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 関連で追加で教えてください。出前町長室、ＧＯＴＯ町長室とかそういった

ものとかで、地域とか町内会からそういうエアコンを付けてくれというような要望があっ

たかどうかっていうことがまず一つ。

それから、いま先ほど鶴岡の体育館付いていませんよっていう話だったんですけれども、

小学校・中学校の体育館って付いていなかったんじゃないかなと思うんですけれども、そ

こもちょっと教えてください。

構口課長。

構口建設水道課長 地域からの要望ということでございますが、私のほうとしましては町

長のほうから各地域、例えば札苅と新栄町のほうからこういった声があったということで

聞いております。なお、体育館につきましてはかなりの広大なスペースになりますので、

これについては事業費がかかるという部分があります中で、これは十分に再考した中でど

ういう方向性がいいのかということは、これから議論していく課題とは捉えております。

以上です。

安齋委員長 ありがとうございます。

ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 この件に関しては、12 月補正予算ということで出てくることになりますので、

よろしくお願いいたします。

建設水道課の皆さん、ありがとうございました。

暫時、休憩をいたします。
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休憩 午後 1時 26 分

再開 午後 1時 27 分

安齋委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。

以上をもちまして、第 6 回の総務・経済常任委員会を終了したいと思いますが、よろし

いでしょうか。

（「はい」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 それでは、皆さんお疲れ様でした。

以上をもちまして、第 6回総務・経済常任委員会を終了いたします。

お疲れ様でした。

説明員：羽沢副町長、田畑まちづくり未来課長、中村主査、大山主査、畑中町民課長

敦澤（裕）主査、構口建設水道課長

【傍聴（議会モニター）】

苅部礼司、後藤美津江、松䑓祐吉、舘政俊春

【報道】

（函新）今井支局長

総務・経済常任委員会

委員長 安 齋 彰


